
祝辞（大栄中学校入学式） 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

本日より、皆さんは中学生として 3 年間、過ごしていくわけですが、勉強も運動も

どんどんレベルアップしてきます。運動、文化に打ち込む部活もあります。また、少

しずつ世の中が見えてきて、様々なことを考えるようになってきます。楽しみな場面

が多い反面、悩む場面も多くなると思います。この悩みは、将来にとって大切なこと

であり、誰もが経験し、それを乗り越えていかなければなりません。ですが、なかな

か乗り越えられないときは、どうかいつまでも一人で悩んだまま放っておくことなく、

先生や友達、ご家族に相談してみてください。良い解決策が得られると思います。 

 

私から、中学校生活で 2つだけ、お願いのお話をさせてください。 

一つは「挑戦を続ける」ということです。皆さんには、限りない可能性があります。

何事にも、目標を持って、それを達成するために粘り強く挑戦を続けていっていただ

きたい。挑戦することで結果を出し、自らの可能性を広げていってください。 

もう一つは、町では、学校と地域とのつながりも大切にしています。学校の行事は

もちろんのこと、町や地域の行事があれば、積極的に参加してください。町や地域の

ことも少しずつ勉強してみてください。北栄町のことを知っていただきたいと思いま

す。 

楽しい中学校生活がおくれるよう願っています。 



ご家族の皆さま、このように立派に成長されたお子さんの姿をみて、感慨もひとし

おのことと心よりお喜び申し上げます。中学生ともなれば、悩みもどんどん多く、難

しくなってまいります。そんな時は、しっかり向き合って、悩みを共有しながら、家

族として、人生の良き先輩として、アドバイスをお願いします。 

町では、子育て支援の一環として、入学祝い金を準備していますので、ご活用くだ

さい。また子どもたちの医療費について、安心して医療が受けられるよう、県と連携

して、無償化に取り組みます。 

 

校長先生をはじめ、諸先生方におかれましては、このような立派な入学式を開催し

ていただき、感謝申し上げます。 

新入生が、順調な中学校生活のスタートがきれ、早く学校生活になれますよう、よ

ろしくお願いします。 

 

（終わりに） 

新入生の健やかな成長と大栄中学校の発展を祈念いたしまして、私からのお祝いの

言葉とさせていただきます。 

令和 6年 4 月 11 日 

北栄町長 手嶋俊樹 


